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保育における子どもの身体表現活動の源流
〜リズム活動を中心に〜
The Origin of Rhythmic Movement Activities in Kindergarten
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典 型 リ ズ ム 集』（Instrumental Characteristic
Rhythms）(1896)
・ホッファー（Hofer, Mari R.）13)『子どもの世界の
ための音楽』（Music for the Child World, Vol. I,
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表 『子どもの世界のための音楽第巻：リズムゲームと模倣』の内容
揺れる動き。片方の足からもう片方の足へ揺れる。漕ぐ、泳ぐ動きにも。6/8
6/8
調性 各曲に記載の解説
シーソー
8
14
拍子
6/8ゴルフ遊び2
曲 名
このリズムは、蛙や他の跳ぶものに関わらず良いジャンプの動きである。ハ長調4/4
メリーゴーラウンド
蛙とび15
ハ長調 ゴルフクラブ（腕）を振る、ボールを打つ、ボールの所まで歩く。
6/8
5
6
リズムゲーム。これは、様々に遊べる。二人の子どもが手を取って片方がか
がんで片方が昇る。
イ長調
7
変イ長調スウィングソング1
6/8
ゆったりとした動き。ひざを曲げることによって熊の長い体と短い足をまね
る。ぐらぐらする動き。爪のある足のように手を上にあげ、ひじから腕を持
ち上げる。熊のおどけた様子を想定する。
ト短調2/4
小さなジャグラー
木馬
ト長調 走る動きと腕を回す動き。
熊の踊り
自転車
16
変イ長調
ヘ長調
ト長調
2/4おどけた象
フープ廻し3
ハ長調
17
4/4
6/8
6/8
4/4
ボールをバウンドさせる−取る、投げる−取るの動き。変ロ長調6/8ボール投げ4
投げるとバランスをとる。ボールや棒が空中で回転する様子をイメージして
動く。これは良い腕や身体の動きを与え、バランスを取ることを助ける。
ニ長調4/4
車輪を回しているようなお尻の動き、滑降、走る動き。
リス18
人の子どもが輪の真ん中で、お互いの右手をつないで引っ張りながら輪の
中を走り回る。他の輪の子どもは、仔馬などに乗っていることを想像し、
ゆっくりから出発してだんだん早く走り、再びゆっくりになる。
おどけた象。
ヘ長調
6/8
6/8
2/4
4/4
2/4
メイポールの下で
凧あげ
七面鳥
竹馬
びっくり箱
9
10
19
11
このリズムはリスがキャッキャと鳴くように元気に動いて走る模倣。
12
20
バランスをとる動き。想像の縄を跳ぶことは、年長の子どもたちによって容
易に反応できる大変良いリズムのテストである。これは、銘々の子どもが
個々の縄を飛ぶなど、いろいろな遊びができる。
ヘ長調6/8縄跳び13
単純な揺れる動き。
この特徴的な曲は、凧がはためき、舞い上がり、飛んで、走っている様子を
よく表している。
七面鳥のもったいぶった歩き方。
引っ張るリズム。この動きにおいては身体はピンと張られ、とても短く歩
く。両手は想像で竹馬を握る。場合によっては楽しい要素を加えて走っても
よい。
跳ねる動き。伸びやかに膝から上に跳ねる動き。子どもたちは輪の付近に屈
んで、創造で箱が空いた時、まるでばねの上にいるように跳ね返る。
変ホ長調
変ホ長調
イ短調
イ長調
ハ長調
ひばり23
鳩ニ長調6/8鳩22
よたよたした動き。重々しいタッチで弾く。ト長調2/4あひる21
ホロホロ鳥の慌てて逃げる模倣。ハ長調2/4ホロホロ鳥
6/8スケート26
走る、滑る動き、雪玉遊び。ハ長調3/4冬の遊び25
種をまく、刈り取る、干し草をかき集めて積む。ヘ長調4/4楽しき農夫24
飛ぶリズム。平衡、傾き、足と腕のための動き。ト長調3/4
そりの鈴とムチの音。急な足を高くあげる動き。ハ長調2/4そり27
滑る動き。ト長調
